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○ 地方税の電子化の推進に向けた検討を行うため、学識経験者、地方団体、日本経済団体連合会、全国銀行協会、
日本商工会議所、日本税理士会連合会、総務省及び地方税共同機構で構成される「地方税における電子化の推
進に関する検討会」を設置。

令和２年度構成員

辻 琢也 一橋大学大学院法学研究科教授 ※座長

石井 夏生利 中央大学国際情報学部教授

小西 敦 静岡県立大学経営情報学部教授

庄司 昌彦 武蔵大学社会学部メディア社会学科教授

田中 啓之 北海道大学公共政策学連携研究部准教授

西山 浩史 福岡県総務部税務課長

田中 克 浜松市財務部税務担当部長

細山 英明 石川県津幡町総務部税務課長

小畑 良晴 日本経済団体連合会経済基盤本部長

高松 英生 全国銀行協会（三井住友銀行執行役員事務統括部長）

山内 清行 日本商工会議所産業政策第一部長

池田 直樹 日本税理士会連合会情報システム委員長

東 高士 総務省自治税務局電子化推進室長

松原 剛史 地方税共同機構事務局長

（敬称略）

地方税における電子化の推進に関する検討会 概要
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QRコード案イメージ（eLTAX IDを所有する納税者）

納税者 地方団体共通納税
システム

納税通知書・納付書（QRコード付き）

②QR読取り・納付操作 ③納付情報・送金

eLTAX

＜初年度＞

納税者 地方団体共通納税
システム

納税通知書・納付書（QRコード付き）

②納付操作 ③納付情報・送金

eLTAX

＜翌年度以降＞

①eLTAX IDでログイン

※案件特定キー等の入力不要

継続アップロード希望 継続アップロード希望

⓪継続アップロード（eLTAX ID付）

①eLTAX IDでログイン

※地方団体において、eLTAX IDと継続
アップロード希望案件を紐付けて管理

※QRコードの読取り不要
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QRコード案イメージ（eLTAX IDを所有しない納税者）

納税者 地方団体共通納税
システム

納税通知書・納付書（QRコード付き）

②納付操作 ③納付情報・送金

eLTAX

①QR読取り・eLTAX接続

※案件特定キー等の入力不要

※ eLTAX IDと納付案件を紐付けて管理することができないことから、毎年度同様の手続
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金融機関

金融機関窓口納付及びスマホ納付におけるQRコードの活用イメージ

納税者 地方団体

納税通知書・納付書（QRコード付き）

共通納税
システム

eLTAX

＜金融機関窓口納付＞

＜スマホ納付＞

③納付情報・送金
①納付書持込
み・納付

スマホ納税者 地方団体

納税通知書・納付書（QRコード付き）

共通納税
システム

eLTAX

③納付情報・送金②納付情報・送金
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QR読取り

②納付情報・送金

①操作

QR読取り



QRコードの大きさとデータ量の考え方

QRコード１辺の長さ = （①１辺のセル数＋②余白分セル数） × ③１セルの大きさ（mm）

・ QRコード1辺のセル数は、QRコードのバージョン（種類）ごとに異なる（下記表参照）。
・ 使用するバージョンは、印刷スペースや、次の(1)～(4) を考慮して決定する。

・ 余白セル数（マージン）は、周囲に４セル分（両端合わせて8セル分）以上必要。

・ 一般的に使用されるプリンタの性能（解像度360dpi）を踏まえ、１セル当たり0.28mmは最低限必要。

（１）データ量 ：当該QRコードに格納可能な情報量で、バージョンが大きくなるほど格納可能な量は増える。
（２）文字種 ：格納する文字の種類であり、数字、英数字、バイナリ、漢字が選択可能。
（３）誤り訂正レベル ：汚れや破損している場合でも、QRコードのデータの読取りを可能とする機能。レベルL・M・ Q・Hの４段階

があり、一般的にはレベルM（コード面積の15%が汚れ・破損しても復元）での運用が多い。
（４）（１）～（３）の組み合わせにより、格納可能な文字数は異なる。

①１辺のセル数

②余白セル数

③１セルの大きさ

QRコード
１辺の長さ

（QRコードドットコム（https://www.qrcode.com/）を参考に作成）

5

https://www.qrcode.com/


QRコードのバージョンごとの大きさ・データ量

当該文字種単独で格納可能な桁数

１セルの
大きさ（mm）

0.17 0.28 0.33 0.5
21 29 L 152 41 25
21×21 M 128 34 20

Q 104 27 16
H 72 17 10

33 41 L 640 187 114
33×33 M 512 149 90

Q 384 111 67
H 288 82 50

37 45 L 864 255 154
37×37 M 688 202 122

Q 496 144 87
H 368 106 64

41 49 L 1088 322 195
41×41 M 864 255 154

Q 608 178 108
H 480 139 84

45 53 L 1248 370 224
45×45 M 992 293 178

Q 704 207 125
H 528 154 93

49 57 L 1552 461 279
49×49 M 1232 365 221

Q 880 259 157
H 688 202 122

177 185 L 23648 7089 4296
177×177 M 18672 5596 3391

Q 13328 3993 2420
H 10208 3057 1852

11.48 13.53 20.5

40 31.45 51.8 61.05 92.5

～ ～

英数字
一辺の長さ（mm）

1 4.93 8.12 9.57 14.5

バージョン セル数 余白加味
セル数

誤り訂正
レベル

データビット
数（混合） 数字

～ ～

6 8.33 13.72 16.17 24.5

5 7.65 12.6 14.85 22.5

4 6.97

8 9.69 15.96 18.81 28.5

7 9.01 14.84 17.49 26.5

6（QRコードドットコム（https://www.qrcode.com/）を参考に作成）

https://www.qrcode.com/


7（出典）マルチペイメントネットワークインターフェイス仕様書

MPN一括伝送方式における消込みデータについて
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MPN用OCR情報（83桁）について
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（出典）マルチペイメントネットワーク標準帳票ガイドライン



JPQRにおけるデータ項目等

○統一動的QRコードの格納データ

・ コード決済に関する統一技術仕様ガイドライン（店舗提示型）（一般社団法人キャッシュレス
推進協議会）において、次のデータを格納することとされている。

○記述方式
・ JPQRは、記述方式としてTLV（Tag Length Value）方式を採用。
・ 格納したい項目の桁数に加え、Tag（２桁）とLength（２桁）を各項目ごとに記載する必要が
あることから、内容だけを記載するよりも必要な桁数が多くなる。
-Tag･･･項目の識別子である番号（２桁）
-Length･･･当該項目の内容（Value）の桁数（２桁）
-Value･･･当該項目の内容

例）000201010212・・・

Tag00（仕様バージョン）の内容は２桁で、「01（バージョン１）」。

Tag01（静的動的フラグ）の内容は２桁で、「12（動的）」。

項目名 Tag 存在 内容
仕様バージョン “00” 必須 例）“000201”
静的動的フラグ “01” 必須 例）“12 ”（動的 QR コードの場合）
契約店情報 “26”~”51” 必須 統一店舗識別コード
業種 “52” 必須 契約店の業種（ ISO 18245 に従った分類）
取引通貨 “53” 必須 通貨コード（円は”392”）
取引金額 “54” 任意 取引金額（チップ除く）
国コード “58” 必須 国コード（日本”JP”）
契約店名 “59” 必須 英字表記による契約店名
契約店所在地 “60” 必須 英字表記による契約店 所在地
契約店郵便番号 “61” 必須 契約店所在地の郵便番号
契約店情報（日本語） “64” 必須 日本語による契約店 に関する情報
チェックディジット “63” 必須 チェックディジット
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